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三
月
市
議
会
定
例
会
は
、
三
月
二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
十
八
日
間

を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。�

�

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
予
算
の
ほ
か
、
「
熊
谷
市
自
転
車
放
置
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
「
熊
谷
市
名
誉
市
民
の
推
挙
に
つ
い
て
」
な
ど
の
市
長
提

出
議
案
三
十
七
件
を
原
案
可
決
し
、
一
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
一
件
と
、
委
員
会
提
出
議
案
一
件
を
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

可
決
し
ま
し
た
。�
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初
日
（
三
月
二
日
）
の
本
会
議

で
は
、
市
長
か
ら
「
平
成
二
十
一

年
度
は
、
本
市
が
県
北
初
の
特
例

市
と
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
と
げ

る
記
念
す
べ
き
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
る
。
こ
れ
は
単
に
人
口
二
十
万

人
と
い
う
規
模
の
問
題
で
は
な
く
、

今
後
、
本
市
が
地
方
分
権
の
一
翼

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
都
市
と
し
て
の

自
覚
と
責
務
を
伴
う
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
安
定
し

た
行
財
政
基
盤
の
も
と
、
快
適
な

環
境
の
中
で
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
自
立
都
市
の
構
築
が
求
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

�

三
位
一
体
の
改
革
の
進
行
と
と

も
に
財
政
運
営
に
ひ
っ
迫
す
る
自

治
体
が
数
多
く
出
現
す
る
事
態
と

な
り
、
加
え
て
、
昨
秋
以
降
の
過

去
に
例
を
見
な
い
世
界
不
況
の
波
は
、

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
、
対
応
に
苦

　�

����������

慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

本
市
の
実
質
公
債
費
比
率
等
の
健

全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
、
良

好
な
状
態
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

�

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、

新
年
度
予
算
の
編
成
は
、
市
税
の

落
ち
込
み
を
中
心
と
し
た
歳
入
の

減
少
と
、
扶
助
費
を
中
心
と
し
た

歳
出
の
増
加
と
を
い
か
に
調
和
さ
せ
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
か
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る
か
ら
こ

そ
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
い
っ

た
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
避
け
、

市
民
生
活
の
安
定
や
、
市
内
経
済

の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
、
信
頼

性
の
高
い
行
政
、
市
民
が
誇
れ
る

ま
ち
、
幸
せ
が
実
感
で
き
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
編
成

し
た
。
と
り
わ
け
子
育
て
環
境
の

整
備
、
市
内
経
済
の
活
性
化
お
よ

び
中
小
企
業
支
援
、
安
心
安
全
対
策
、

環
境
対
策
の
四
つ
の
分
野
に
は
、

特
に
重
点
配
分
を
行
い
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

実
施
事
業
の
メ
リ
ハ
リ
づ
け
を
す

る
方
向
で
編
成
し
た
。
」
旨
の
施

政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

�

五
日
の
本
会
議
で
は
、
条
例
案

や
予
算
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
各
議
案
は
、

所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。�

�

六
日
に
は
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
お
よ
び
福
祉
環
境
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
ま
た
、
九
日
に
は
、

市
民
産
業
常
任
委
員
会
お
よ
び
都

市
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

十
二
日
、
十
三
日
、
十
六
日
の

三
日
間
は
、
十
八
人
の
議
員
に
よ

る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
を
行

っ
た
ほ
か
、
十
六
日
の
本
会
議
冒

頭
に
は
、
金
子
兜
太
氏
を
名
誉
市

民
に
推
挙
す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、

全
会
一
致
で
同
意
、
そ
の
後
議
場

に
金
子
氏
を
お
招
き
し
て
記
章
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

最
終
日(

十
九
日)

の
本
会
議
で
は
、

各
委
員
長
か
ら
案
件
審
査
の
経
過

お
よ
び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
質
疑
、

討
論
を
行
い
、
市
長
提
出
議
案
を

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
三

月
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。�

三
月
定
例
会
の
概
要�

平成21年度一般会計･特別会計･企業会計予算�

熊谷市自転車放置防止条例の�

�　　　　　一部を改正する条例などを可決�

人権尊重宣言都市・くまがや� 非核平和宣言都市・くまがや�

　本市在住の日本を代表する俳人で、文化功労者の金子兜太氏に、

このたび名誉市民の称号が贈られました。�

　金子氏は、銀行に勤める傍ら、精力的に創作活動を続けられ

ました。退職後は俳句に専念され、前衛俳句の旗手として活躍。

これまで多くの代表句を詠まれています。�

名誉市民に金子兜太氏�


